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食は、健康と笑顔の源であり、生きる力の基礎となるものです。 

生涯にわたり、いきいきとした人生を送るためには、食の大切さを知り、健

康を心がけた食生活を実践していくことが大切です。 

近年、ライフスタイルや社会環境の変化、人々の価値観の変化に伴い、日本人

の食を取り巻く環境は大きく変化しました。 

特に、栄養バランスの偏りや不規則な食事によって生活習慣病が増加し、また

家族そろって食卓を囲み、コミュニケーションを楽しむ機会も減少しています。

さらには食品表示の偽装問題、食品の放射能汚染など、食に対する不安も広が

っています。 

今こそ、家族や仲間と食卓を囲み楽しく共に食べる「共食」による食育、生

活習慣病の予防改善につながる食育、生涯にわたるライフステージに応じた間

断ない食育を推進し、「生涯食育社会」を目指すことが求められています。 

こうしたことから、「はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」を策定

しました。このプランは、市民一人ひとりが、暮らしやしきたり、人々の生業

（なりわい）と深い関わりがある食の大切さを理解し、関心を高め、食からの

健康づくりを実践するための指針です。様々な経験を通じて「食」に関する知

識と「食」を選択する力を習得し、生涯にわたる健全な食生活の実現に向けた

取組みを計画的に推進するため、地域や学校、企業、関係団体などが連携して、

市民の皆様の食育を支援する環境整備が重要と考えます。今後、このプランを

基に「食で育む元気なはだの」の実現に向けて努力してまいりますので、関係

者の皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 最後になりましたが、本プランの策定にあたり、熱心にご審議いただきまし

た秦野市食育推進協議会委員の皆様をはじめ、貴重なご意見、ご提言をいただ

きました多くの皆様に心から感謝申し上げます。 

平成２４年１１月 

 

 

 

 

 
 



 
 

第１章 プランの策定にあたって ............................................................................. ４ 

１ はじめに ......................................................................................................... ４ 

２ プラン策定の趣旨 ........................................................................................... ５ 

３ プランの位置づけ ........................................................................................... ６ 

４ プランの期間 .................................................................................................. ７  

 
第２章 本市の食をめぐる現状と課題 ..................................................................... ８ 

１ 市民の食生活等の現状 .................................................................................... ８ 

２ 食育に関する本市の特色 ............................................................................. １６ 

３ 課題解決の視点 ........................................................................................... ２７ 

 
第３章 プランの基本的な考え方 .......................................................................... ２８ 

１ 目指す食育、概念図 ......................................................................... ２８、２９ 

 ２ 体系図 ............................................................................................... ３０、３１ 

３ 成果指標 ...................................................................................................... ３２ 

 
第４章 基本目標別、施策の方向性と基本施策〈機関別〉 .................................. ３５ 

１ 楽しく食べて、健康なからだをつくります ................................................. ３６ 

（１）規則正しい食習慣の向上 ...................................................................... ３６ 

（２）食を通じた健康意識の向上 .................................................................. ３７ 

（３）食品の安全性の確保 ............................................................................. ３７ 

※ 食育事例１～６ ............................................................................. ３８～４０ 

 

２ 食の大切さを実感し、豊かなこころを育みます ......................................... ４１ 

（１）食を通じたコミュニケーションの確保 ................................................. ４２ 

（２）食に関する様々な体験の充実 ............................................................... ４２ 

（３）食の伝統技術や文化の継承 .................................................................. ４２ 

※ 食育事例１～７ ............................................................................. ４３～４８ 

 

も   く    じ 



 
 

３ 自然を大切にし、活力あるくらしをみんなでつくります ........................... ４９ 

（１）地産地消の推進 .................................................................................... ４９ 

（２）食料生産における環境への配慮 ........................................................... ５０ 

（３）食育を担う人材の確保・育成、ネットワークづくりの推進 ................ ５０ 

※ 食育事例１～４ ...................................................................... ５１～５２ 

 
第５章 ライフステージ別の取組み〈個人の取組み〉 ......................................... ５３ 

１ 乳幼児期（妊娠中：胎児期～５歳頃） ........................................................ ５４ 

２ 少年期（６～１５歳頃） ............................................................................. ５５ 

３ 青年期（１６～２４歳頃） .......................................................................... ５６ 

４ 壮年期（２５～４４歳頃） .......................................................................... ５７ 

５ 中年期（４５～６４歳頃） .......................................................................... ５８ 

６ 高齢期（６５歳以上） ................................................................................. ５９ 

 

第６章 プランの推進体制 ......................................................................... ６０、６１ 

＜参考資料＞ 

用語解説 ....................................................................................................................................................... ６２ 

食事バランスガイド ............................................................................................... ６７ 

食育おうえんガイド（関係機関一覧） .................................................................. ６８ 

秦野市食育推進協議会設置要綱 ............................................................................. ７０ 

秦野市食育推進庁内会議設置要綱 .......................................................................... ７２ 

プラン策定までの経過 .......................................................................................................................... ７４ 

委員名簿 ................................................................................................................. ７５ 

 



●●●第１章 プランの策定にあたって 
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本市は、神奈川県央の西部に位置し、北方には神奈川県の屋根と呼ばれる丹沢山

塊が連なる神奈川県内で唯一の盆地です。 

丹沢や渋沢丘陵の豊かな緑、里地里山や田園の美しい景観、名水をたたえる湧水

群など豊かな自然の恵みを享受し、数多くの歴史的文化遺産を有しています。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 プランの策定にあたって 

 
食は人が生きていく上で欠かすことができない生命の源です。 

食を知り、生涯にわたり健康な食生活を送ることが大切です。 

食に関する課題は、増加しています。 

食育を推進するためには、市民、地域、学校、企業、行政との協働が必要です。 

 

１ はじめに 

食育とは 
 

様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、

生涯にわたって健全な食生活を実践することができる人間を育てることです。 

（食育基本法前文より） 
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２ プラン策定の趣旨

    
     は、人が生きていく上で欠かすことができない生命の源です。 

私たちは、動植物の生命を食することや、食に関わるすべての人々への感謝の気持

ちを「いただきます」、「ごちそうさま」という言葉で表わし、食べることを通じて

その地域や個人にふさわしい食文化や食習慣を醸成してきました。 

また、私たちが健康でいきいき暮らし、人とのコミュニケーションを大切にして思

いやりや活力に満ちた「みどり豊かな暮らしよい都市」を目指すためには、食を知り、

生涯にわたり健康な食生活を送ることが基本です。 

平成１７年７月に施行された食育基本法に基づき、平成１８年３月には国の食育推

進基本計画が、平成２０年３月には県計画である「食みらいかながわプラン」が策定

されたことにより、食に関する関心は高まっています。 

 しかし、朝食をとらない欠食、一人で食事をとる「孤食」が依然として見受けられ、

また、女性の過度の痩身願望や妊娠中の低栄養からの低出生体重児の増加、糖尿病等

の生活習慣病の増加や、高齢者の体重減少など、新たな食に関する課題は山積してい

ます。 

そこで平成２３年３月、国の新たな第２次食育推進基本計画が策定されました。 

この計画のコンセプト※は「食育の周知から実践」へ、家族や友人等と食卓を囲み楽し

く共に食べる「共食」による食育、生活習慣病の予防改善につながる食育、生涯にわ

たるライフステージに応じた間断ない食育を推進し生涯食育社会を目指すことです。 

本市は、丹沢の豊かな自然の恩恵を受け、おいしい水と温暖な気候が生み出す大地

の恵みから、多種の農作物を収穫することができます。 

また、長い歴史の中から、落花生、桜漬けなどの伝統的な特産品が生まれ、今なお

受け継がれており、その生産現場を身近に感じることができます。 

これらの資源を生かし、様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択す

る力を習得し、生涯にわたる健全な食生活の実現に向けた取組みを計画的に推進する

ために、「はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」を策定しました。 

この計画は秦野市総合計画「しあわせ〈幸せ〉・輝くみらい〈未来〉ＨＡＤＡＮＯ 

２０２０プラン」における『楽しみ学ぶ食育の推進』を進めるための個別計画です。 

食料の生産から消費等に至るまで、食に関する様々な体験活動を、あらゆる場面に

おいて、市民、地域、学校、企業、行政との協働により実践し、『食で育む元気なは

だの』を目指します。 

 

 

食 
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市民一人ひとりが食を知り、生涯にわたり健康な食生活を送ることが大切です。 

そのため、食の大切さを理解し、主体的に家庭における食育に取り組むことが重要

です。このため、「はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」を次のように位

置づけて作成しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

このプランは、食育関係者が連携して本市の特色を生かした食育の取組みを

総合的に、かつ計画的に推進するための基本的な考え方や事業を示すものです。 

 

 
 

このプランは、秦野市総合計画ＨＡＤＡＮＯ ２０２０プランの個別計画で

あり、関連する他計画と連携し、整合性を持ちながらプランを推進します。 

２ 

３ 

３ プランの位置づけ 

「はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」は、食育基本法の第１８条

第１項の規定に基づく市町村食育推進計画であり、市民が主体的に取り組むた

めの指針です。 

また、市民（家庭）、学校等（幼稚園、保育園、こども園、小学校、中学校）、

企業、地域（医師会、歯科医師会、JA や食育関係団体、行政等）、との協働に

より、あらゆる機会や場所において食育を推進する指針です。  

１ 
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秦 野 市 総 合 計 画 

基 本 計 画 

（平成２３年度～平成２７年度） 

ＨＡＤＡＮＯ ２０２０ プラン 

連 携 

 

国：食 育 基 本 法 

（平成１７年 7 月施行） 

   

   

●食育推進基本計画 

（平成１８年３月策定） 

●第２次食育推進基本計画 

（平成２３年３月策定） 

 

県：神奈川県食育推進計画 

食みらい かながわプラン 

（平成２０年３月策定） 

関連計画 

○健康はだの２１ 

○秦野市次世代育成支援計画 

○秦野市高齢者保健福祉計画 

○秦野市都市農業振興計画 

○秦野市環境基本計画 

○秦野市ごみ処理基本計画 

○はだの教育プラン 

○秦野市生涯学習推進計画 

○はだの男女共同参画プラン 

はだの生涯元気プラン  

（秦野市食育推進計画） 

「はだの生涯元気プラン（秦野市食育推進計画）」の期間は、平成２４年度から

平成２7 年度までの 4 年間を期間とします（社会情勢を踏まえ、必要に応じて見

直す場合もあります）。 

４ 計画の期間 


